
令和４年第３回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表 

通告順位 1 番 氏 名 佐々木 春樹 質問形式： 一問一答 

 １．件名   民生委員活動費の見直しをすべきではないか   

要旨  

 

民生委員活動費は委員の交通費や通信費の補助として、国の地方交付税交付金を財源に、県

が年度当初予算に計上する。県内市町村で交付額が異なると県の調査で明らかになったが、村

の対応は変わっていない。現状について問う。 

 

① 活動費の現状は。 

② 民生委員法第 10条で、民生委員には給与を支給しないと有るが時代遅れな法だ。活動費や

研修費は国で助成するとも有るが結果的に村の考え方に委ねられている。改正を考えている

のか。 

③ 民生委員のなり手不足の原因は、民生委員の実態を住民も行政も理解不足だからだと思

う、村はどのように分析しているのか。 

④ 給与報酬を支給する事のできない現状で、活動費の増額が急務であると考えるがどうか。 

 

 

通告順位 2 番 氏 名 石川 敏 質問形式： 一問一答 

 １．件名   子育て支援・くらしやすさ支援の拡充を   

要旨  

  

 村では子育てに関する支援策や、移住定住などのくらしやすい村づくりのための各種支援策

を村政の大きな柱として進めているところです。 

 日本は少子高齢化が進み人口減少社会へと進んでいる中で、いかにして暮らしやすい社会環

境をつくっていくことが全国の各自治体で求められています。 

 村として現在実施している各事業の現状と成果をどう評価して、その課題に対して今後どの

ように取り組んでいくのか。 

 

① 本村人口の自然増減、社会増減動態の現状と今後の予測は。 

② 子ども子育て各支援策の事業成果は。 

③ 空き家対策、定住促進住宅建築助成の事業成果は。 

④ くらしやすい村づくりのため、新たな支援策はあるのか。 

 

 



令和４年第３回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表 

通告順位 3 番 氏 名 佐々木 金彌 質問形式： 一問一答 

 １．件名   村の交通施策を見直してはどうか     

要旨  

 

現在、大衡村では住民の足として各種の交通施策が行われている。万葉バスが空気バスと呼

ばれて久しいが、利用者の増加はあまり進まない。 

他にも代替バス、通学・通園バス、高齢者タクシー券、免許返納タクシー券や妊婦が利用で

きる子育てサポート等の施策があり、今回は万葉バスの買替えが予定されている。 

他の市町村（自治体）を調べてみると、改善すべき点があり、１年間の経費や利用状況など

今後の施策を検討すべきと思い、伺う。 

 

① 万葉バス等の年間経費や利用実態の確認。 

② デマンド交通の今後の方向について。 

③ 統合や改善の考えはあるか。 

 

通告順位 4 番 氏 名 赤間 しづ江 質問形式： 一問一答 

 １．件名   後期高齢者医療費窓口負担割合の変更について   

要旨  

 

2008年に後期高齢者医療制度が始まって今年で 14年になる。団塊の世代が 75歳以上となる

ため、制度の大きな見直しが行われ、10月 1日から医療費窓口負担割合が変更され、一定以上

の所得のある方の負担が 2割となる。 

 高齢者の状況を勘案し、被保険者や家族にとって混乱が生じないよう自治体としての丁寧な

対応が求められる。 

 

① 今後 3年間、75歳以上の後期高齢者数と人口に占める割合について 

② 後期高齢者医療保険料徴収について、普通徴収と特別徴収の割合はどうなっているか。 

③ 今回、窓口負担割合が見直される背景、趣旨を改めて伺う。 

④ 本村で 2割負担の対象となる被保険者の見込み人数はどのくらいか。 

⑤ 2割負担による外来診療の負担増加額を抑える、配慮措置が実施される。(3年間) 

 どのような制度なのか。 

⑥ 高齢者の健康保持、増進を目的に、保険者である広域連合では、保健事業と介護予防の一  

体化事業を令和 2年度から 6年度まで、全市町村に委託し実施することになっている。    

村として取組む年次はいつになるのか。 

 


